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がん幹細胞モデルにおけるRBがん抑制遺伝子の新規機能	


　クローニングから２５年を経たRBがん抑制遺伝子は、細胞周期制御能以外にも様々な機能を
有するアダプター分子です。多くのがん腫の悪性進展時に不活性化するこの遺伝子産物の機
能を完全に理解することは、がん制御を目指すために必須であると考えます。私たちは、RBが
ん抑制遺伝子の未同定の機能を探索するために、種々の複合変異マウスや培養細胞系を作
製・解析してきました。今回は、RBがん抑制遺伝子のエピジェネティック機能およびメタボリック
機能に焦点を当ててお話しをさせていただきます。	
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